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平成 23 年 10 月 31 日 

各  位 
上 場 会 社 名  中 央 魚 類 株 式 会 社 

代 表 者 名  取 締 役 会 長 伊 藤 裕 康 

（コード番号 8030 東証第二部） 

問合せ先責任者   執行役員経理部部長 伊 妻 正 博 

（TEL．03－3541－2500） 

 
平成 24 年 3 月期第 2 四半期業績予想と実績値との 
差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 23 年 7 月 29 日に公表した平成 24 年 3 月期（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日）第 2 四半期累計期

間の連結業績予想値と本日公表の実績値及び平成 23 年 5 月 12 日に公表した平成 24 年 3 月期第 2 四半期累計期間の

個別業績予想値と実績値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

また、 近の業績の動向等を踏まえ、通期の業績予想も下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
1.平成 24 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１ 株 当 た り

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（A） 

百万円

81,000 

百万円

10 

百万円

210 

百万円 

30  

円 銭

0.73 

今 回 発 表 実 績 値（B） 83,763  104 275 △ 38  △ 0.94 

増 減 額（B－A） 2,763 94  65 △ 68  ― 

増 減 率（％） 3.4 940.0 31.0 ―  ― 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 23 年 3 月期第 2 四半期） 
82,077 △ 156 38 △ 1,348  △ 32.86 

 
2.平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１ 株 当 た り

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（A） 

百万円

165,000 

百万円

420 

百万円

720 

百万円 

410  

円 銭

9.99 

今 回 修 正 予 想（B） 170,000 450 730 800  19.50 

増 減 額（B－A） 5,000 30 10 390  ― 

増 減 率（％） 3.0 7.1 1.4 95.1  ― 

（ご参考）前 期 実 績 

（平 成 23 年 3 月 期） 
169,971 138 449 △ 1,231  △ 30.01 
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3.平成 24 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 

 
売 上 高 経常利益 四半期純利益

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（A） 

百万円

47,000 

百万円

140 

百万円

140 

円 銭 

3.41  

今 回 実 績 値（B） 50,002 308 300 7.33  

増 減 額（B－A） 3,002 168 160 ―  

増 減 率（％） 6.4 120.0 114.3 ―  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 23 年 3 月期第 2 四半期） 
50,376 71 △ 1,228 △ 29.95  

 

4.平成 24 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 
売 上 高 経常利益 当期純利益 

１ 株 当 た り 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（A） 

百万円

100,000 

百万円

350 

百万円

350 

円 銭 

8.53  

今 回 修 正 予 想（B） 103,000 480 1,000 24.37  

増 減 額（B－A） 3,000 130 650 ―  

増 減 率（％） 3.0 37.1 185.7 ―  

（ご参考）前 期 実 績 

（平 成 23 年 3 月 期） 
104,134 297 △ 1,171 △ 28.56  

 

5．第 2 四半期（累計）業績の差異の理由 

 （連結・単体） 

 当第 2 四半期累計期間の売上高は順調に推移し、売上総利益も予想を上回り、また、貸倒引当金取崩しの販売費及

び一般管理費への戻し等により、個別では各利益、前回予想を上回りました。連結では営業利益、経常利益において、

前回の予想を上回りましたが、これは、前回予想時に貸倒引当金取崩見込額（貸倒引当金戻入益）を販売費及び一般

管理費の戻しではなく、特別利益に含めたためで、前回予想の営業利益、経常利益はその分少なくなっていました。

なお、四半期純利益については法人税等の増加等もあり前回の予想を下回りました。 

 

6．通期業績予想の修正の理由 

 （連結・単体） 

 通期全体におきましても、売上高は当初の予想を上回ると見込まれるため、売上高、営業利益及び経常利益につい

て、当初の予想を修正いたします。 

 また、平成 23 年 9 月 30 日付にて公表いたしました固定資産の譲渡益については特別利益に、平成 23 年 11 月より

始まります社宅建直しにかかる取壊し費用等については特別損失に計上予定のため、当期純利益も当初予想を修正い

たします。 

 なお、第 2 四半期累計期間において計上しています投資有価証券評価損につきましては、通期業績に織り込んでお

りますが、四半期における投資有価証券評価損の減損処理については洗替え方式を採用しているため、平成 24 年 3

月末の株価により特別損失の金額が変動する可能性があります。 
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※上記予想は本資料発表時において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は本予想額と異なる

可能性があります。 

 

以上 


